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争乱の中の大エジプト博物館建設と

文化財保存修復をめぐる国際協力

動向

1．はじめに

　チュニジアをはじめとして中東各地に広がった一連の民主化運動「アラブの春」は、エジプトでも 2 人

の大統領が退陣に追い込まれる政治変動になった。とくに 2013 年夏に始まったモスレム同胞団がらみの争

乱は政治テロの様相を帯び、独立行政法人国際協力機構 JICA が中心になって進めてきた大エジプト博物館

GEM 建設、付属の保存修復センター GEM-CC の人材育成事業など日本が全面的にかかわった古代エジプト

文化財行政にも影響を与えている。2010 年春発行のエジプト学会紀要「エジプトの考古学博物館構想に見

る JICA 文化財政策」に続いて、研修を軸に本格化していた GEM-CC に対する技術移転活動の実態と争乱下

での GEM 本体の工事の見通しを報告する。

2．国際協力機構 JICA プロジェクトの展開

（1）GEM（大エジプト博物館）プロジェクトと JICA の支援

　グローバル化に伴って世界各地で観光の機会が増えており、歴史的な遺跡のみならず博物館の文化遺産も

観光資源として重要視されてきた。1902 年に開館したエジプト考古学博物館は、100 年以上にわたってファ

ラオ時代の文化遺産を収蔵し展示してきた。しかしその施設・設備はすでに老朽化が進み、館内は長期にわ

たる収集活動による収集品であふれている。エジプトではツタンカーメン・コレクションをはじめ貴重な文

化遺産を展示する新たな施設を建設することが強く望まれてきた。エジプト政府は３大ピラミッドに近いギ

ザ台地に大エジプト博物館 Grand Egyptian Museum（GEM）建設を計画した。

　エジプト政府考古省は建設に先だって、GEM 開設の準備に当たる大エジプト博物館保存修復センター

Grand Egyptian Museum Conservation Center（GEM-CC）の建設を進めてきた。GEM の展示品の多くは保存

修復が欠かせず、安全かつ安定した環境での収蔵管理が求められていたからである。床面積 3400 ㎡で最新

かつ豊富な設備を整えた GEM-CC は、2010 年 6 月に正式に開設された。ツタンカーメン・コレクションの

一部を含む 10,000 点を越す文化遺産がカイロ市内の考古学博物館 Museum of Egyptian Archaeology や各地

の収蔵施設から移送され、一部は修復が進んでいる。これらは収蔵庫で管理され、GEM 本体の完成に備え

ている。

（2）GEM-CC（大エジプト博物館保存修復センター）の活動と JICA
　JICA は博物館建設の総事業費のうち 348 億円を有償資金協力（円借款）として援助する一方で、2008 年

高木　規矩郎＊

＊ サイバー大学客員教授
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6 月から GEM-CC スタッフの人材育成と技術協力を目的とする GEM-CC プロジェクトを立ち上げ、資金、

技術両面でこの大事業を支えてきた。GEM 工事現場はギザのピラミッドの近くでカイロ市内から離れてい

るということもあって、争乱の影響はほとんどなく状況は落ち着いている。工事も今のところは中断される

ことなく、引き続き情勢を見ながら慎重に進められてきた。

　JICA はプロジェクトのマネージメントのための契約を 2010 年 1 月 20 日にアメリカのピグ社とエジプト

のエハフ社とのジョイントベンチャーの形で締結した。工事はエジプトのオラスコム社とベルギーのベシッ

クス社とのジョイントベンチャーとして 2012 年 3 月 5 日着工し、順調に進めば 2015 年秋の完成予定だった。

GEM の工事そのものは「まだ土台の方を掘っているという状況で、全体の 7% ぐらいの進捗状況」と JICA

ではいっている。一方 GEM-CC プロジェクトの方は、5 年間で 60 回にわたる研修を軸に実績をあげてきたが、

日本人講師の派遣がストップするなどエジプトの争乱は予期せぬ障害として立ちはだかっていた。今回の紀

要では JICA の基本構想に加え、GEM-CC で保存修復の研修に当たる東京文化財研究所（以下、東文研）客

員研究員の松田泰典教授の体験に基づく GEM-CC の現状である。

図 1　GEM と GEM-CC 完成予定図 (JICA 提供 )

（3）GEM‐CC プロジェクト「フェーズⅠ」

　JICA は GEM 本体の建設と合わせて、人材育成と技術協力を目的として 2008 年に GEM-CC プロジェク

トを開始した。まず 2010 年 6 月に GEM‐CC の施設や人材が整うまでの準備期間として「フェーズⅠ」の

期間が設定され、実施可能な分野から技術研修を開始し、保存修復にかかる人材育成計画の作成に当たった。

GEM に収蔵予定の文化財の受け入れに当たって、対象の遺物はどういうものか、いつの時代のものなのか、

どこで見つかったのか、どのように発掘されたのか、発掘のときの状態はどうだったのか、どのような修復

を加えてどこに保管されているのか、シリアル・ナンバーはどれか、など確認しなければならないことが数

多くあった。文化財の「戸籍」をひとつひとつ作り、写真撮影も合わせて「ドキュメンテーション」に緊急

に取り組む必要があった。

　明らかにされた履歴はすべてデータベースに入力する。非常に地味な作業ではあるが、文化財が略奪され

盗品マーケットに出回った時などに、どこの博物館にあったものかなどについてデータで確認できれば、戻っ

てくる可能性が高くなる。略奪阻止にもつながるはずである。ところがエジプトには博物館ごとの統一した

データベースがきちんと整備されていなかった。記録を残しているのかも怪しく、付き合わせていくとある

はずのものがなかったりすることも少なくなかった。一部には盗品が国外に流れていって、盗賊の資金につ

ながっていた。

　プロジェクトでは 2008 年にエジプト考古学を学んだ若いエジプト人スタッフを訓練し、全土に広がる遺
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跡での遺物測定などを通して画像を作成したり、調査に基づく考古学データを収集し、集積する考古遺物デー

タベース部 Archeological Database Department（ADD）を設立した。

　文化財の正確なデータベースは、膨大なコレクションを有する博物館には欠かせないものであり、優れた

展示デザインや遺物の移送、収蔵品管理は、一つ一つの文化財に関する正確な情報に支えられて初めて実現

する。データベース作成に乗り出した当初は、誤った情報の入力やデータの重複といったミスもあいついだ。

　エジプト人考古学者、日本人 IT 専門家・考古学専門家、青年海外協力隊ボランティアが ADD チームと

して活動した。まずチームが効率的に仕事を進められるように、作業手順やマニュアルを作成し、作業基準

に基づいて登録番号を確認し間違っているところは訂正を加える。遺物の大きさや重さを量り、最後に写真

撮影を行って収集データをデータベースに正確に入力していった。ADD が構築したデータベースの情報は

GEM の展示計画や文化財の GEM-CC への移送、梱包作業などでさっそく威力を発揮した。ADD は 2012 年

に GEM の 1 部門として JICA から GEM にハンドオーバーされた。

　ADD については作業がスタートした 2008 年当時は、GEM-CC の開設前でプロジェクトとして指導すべ

きエジプト側のカウンターパートがいなかったため、考古学部新卒のエジプト人スタッフ 16 人を JICA が

雇用し、日本人 IT 専門家が派遣され指導してきた。日本の枠組みの中、日本式の教え方を通じて、GEM で

収蔵される遺物約 25,000 件のデータを作成した。ただ JICA としては、カウンターパート雇用で変則的なこ

とをしてきたという思いもあったのか、早めにリリースした経緯がある。現在彼らは GEM 傘下の企業スタッ

フとなっている。文化財データベースの整備支援は「フェーズⅠ」の重要な成果といえる。

（4）技術研修本格化の「フェーズⅡ」

　2010 年 6 月にオープンした GEM-CC は、2015 年 8 月に完工予定の GEM 本体に隣接し、ギザの広大な敷

地に建っている。正面から奥に向かって、3 つのエリアに分けられ、入口にあたる管理・搬入エリアにはトラッ

クヤード、開梱室、準備室（コンディション・チェック）、大型貴重品保存修復室、図書室、事務室などが

配置されている。建物中央部の保存修復・科学分析エリアには保存修復室 6 か所（石製遺物室、木製遺物室、

無機遺物室、有機遺物室、ミイラ室、特別プロジェクト室）と科学分析室 6 か所（走査電子顕微鏡室、透過

電子顕微鏡室・光学顕微鏡室、Ｘ線分析装置室、フーリエ変換赤外分光分析装置・化学室、微生物室、保存

修復材料実験室）からなっている。また奥の収蔵エリアには材質ごとに設けられた 9 か所の収蔵室が並んで

いる。

　GEM-CC の開設をまって 2011 年 7 月に始まったプロジェクト「フェーズⅡ」は、人材育成計画に基づく

技術研修の本格化を目指すものである。日本側では東文研の文化遺産国際協力センターが JICA と連携協定

を結び国内支援業務を行うことになった。JICA は東文研、奈良文化財研究所、九州国立博物館、国立民族

学博物館、東京藝術大学の 5 学術機関による国内支援委員会を作って、プロジェクトへの専門的、技術的な

助言を受けるとともに東文研は研修講師を務める短期専門家の推薦、派遣、日本での研修会の実施に当たっ

てエジプト人研修員受け入れに協力してきた。

　一方エジプトでは JICA プロジェクト・オフィスが現地のカウンターパート、日本人長期専門家（チーフ

アドバイザー、保存修復計画担当、研修の業務調整担当の３人）、短期専門家（保存修復のテクニカル・チー

フアドバイザー）とチームを組んで、プロジェクト管理に当たってきた。骨格はエジプト人技術者や学者を

対象に行う研修を通しての技術指導・人材育成で、プロジェクトの目標実現に当たって、国内支援委員会を

軸とした「オールジャパン体制」で取り組んでいる。
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（5）技術支援５本の柱

　GEM-CC のエジプト人スタッフの多くは保存修復分野ですでに豊富な知識は持っていたが、実践活動は

十分なものとはいえず、特定分野に偏っていることも多い現状だった。さらにほとんどの科学者は保存科学

についての知識を持っていなかった。当面こうした欠陥を補い改善することが目標となった。

　プロジェクトは「フェーズⅡ」の開始にあたり、3 項目からなる到達目標を策定した。

　①国際的に広く受け入れられている保存修復理念に基づく活動原則の重要性を、GEM-CC スタッフとし

　　て理解を深める。

　② GEM-CC の全般的な活動に対する理解のもとで、スタッフは各専門分野における活動について責任と

　　役割を果たすために、必要な考え方、知識、技術を体得する。

　③専門家の間での交流を通じて、エジプト、日本両国の相互理解を促進する。

　そして重点的に技術支援する５本の柱を定めた。

　①予防保存 Preventive Conservation の原則の導入と実践

　②保存修復に関する知識および技術の向上

　③保存科学の導入と実践（環境管理、診断・分析技術、材料科学）

　④収蔵品の保存管理・取り扱いに関する知識・技術の活用

　⑤国際的な水準を確保するための情報収集・発信および人材交流

　さらに「GEM-CC が自立的に運営され、国際的に認められる水準にある総合的な保存修復・研究機関と

して十分に機能するようになること」がプロジェクトの最終目標として認知された。

3．松田泰典教授の異文化体験

（1）国際協力の内実

　古代エジプトの文化遺産を日本の技術を生かして保存修復しようという JICA のプロジェクトに、東文研

文化遺産国際協力センター客員研究員の松田教授がチーフアドバイザーとしてかかわっている。東京農工大

学で農芸化学、東京藝大大学院で保存科学を専攻、ミキモト真珠研究所を経て 1993 年から東北芸術工科大

学助教授、教授、2001 年には文化財保存修復研究センターを設立した。2009 年から GEM-CC プロジェクト

専門家として JICA の活動に加わり、技術協力に基づくエジプトでの研修では「総合的害虫 (IPM）」、「文化

財移送・梱包」、「遺物取り扱い」、「写真撮影」、「収蔵品管理」、「染織品保存修復」、「金属保存修復」、「パ

ピルス保存修復」、「分析・診断技術」、「微生物管理」とテーマはバラエティに富んでいる。

（2）予防保存

　最近世界的に強く言われているのは、壊れる前に予防しようという予防保存 Preventive Conservation の理

念である。エジプトでは全く根付いていなかったので、研修では重点的に指導していくことになった。たと

えば虫に食われないように木材や有機物の保存対策を考える。食われないようにするにはどうしたらいいの

か。虫の生息環境の調査が必要になる。虫を殺すにはどうしたらいいのかということも分かってもらわなけ

ればいけない。虫だけでなくカビの被害対策、温度湿度管理の関係、有害な大気汚染物質の問題もある。大

エジプト博物館周囲は砂漠なので、砂や汚染物質が入ってこないようにするためのモニタリングも必要であ
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る。いわゆる文化財害虫といわれる木を食い荒らすような木くい虫だとか、セーターなど衣類に穴をあける

害虫の衣蛾（いが）は日本でもエジプトでもほぼ同じような状況である。日本と同じようにエジプトでも有

機物はたくさんあり、木材に虫がついて運び込まれてきた実例もある。よく調べたら木を食った後の粉が出

てきて、すでに文化財のどこかが食われているという判断の根拠にもなった。

　文化財を適切な方法で梱包して安全に移送するということも予防保存の一つである。カイロ中心部のタハ

リール広場に面したエジプト考古学博物館からツタンカーメンのコレクションをはじめとして大量の資料が

移送され、新しい博物館で展示されることになっている。貴重な資料をどのように梱包し、安全に運ぶかと

いう技術を取得するということも研修テーマの一つで、日本通運㈱が具体的な指導に当たっている。2010

年から 11,000 点ぐらいは移送を終えた。現実問題としては考古学博物館から移送された大量の文化遺産を

保存の対象としてきちんと対処していかなくてはいけない。エジプト国内の他の博物館や収蔵所からも移送

されてきた資料もある。

図 2　すでに国際協力プロジェクトが始まっている GEM-CC(JICA 提供 )

（3）保存科学

　次に大事なのは保存科学の分野である。現在の保存修復は、科学的な情報・技術や経験に基づいてかなり

行われている。とくに修復の材料とか、環境的な知識（環境科学）といったさまざまな科学的根拠に基づく

修復技術や保存管理が世界的に進められている。その分野でもエジプトはまだまだ発展途上にあり、研修で

取り上げている。劣化現象や材料学の知識、接着剤など修復のために導入されるさまざまな材料の科学的な

評価 evaluation を実験的にやって行くとことも研修テーマとして欠かせない。

　GEM-CC がオープンした 2010 年当時は、エジプトにはまだ保存科学が導入されておらず、修復家と科学

者の間のコミュニケーションが良くない時期があった。センターには科学者が現在約 25 人在籍している。

電子顕微鏡や各種分析機器が入っていて、大学院で科学を学んだ若者たちがオペレーターとして配置された。

文化財についての知識や興味はほとんどなかったため、まず科学者が文化財の知識を持つことが必要になっ
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た。修復家はもちろん文化財の知識を持ってカイ

ロ大学等で勉強してきた。その風通しをもう少し

よくしなければいけないという想いが持ち上がっ

た。

　松田教授が 1980 年代はじめに保存修復の勉強を

始めたころは、日本もやはりエジプトと同じ状況

だった。日本では、1933 年に設立された古美術保

存協議会を母体とする古文化財科学研究会が文化

財保存修復学会 Japan Society for the Conservation 

of Cultural Property となり保存修復界を牽引して

きており、学会の中で情報共有などいろいろな協

力態勢を構築することができた。専門の大学では、

学生に保存科学と保存修復の両方を教えるという

ことを必ずやってきた。東京藝大文化財保存学専

攻でも保存科学を教えているし、両方の知識を持っ

た人材養成を実践している。最近の日本の若者の

中にはこのような知識を持った専門家が育ってき

ている。日本でも苦労した経験があるので、エジ

プトでも早い段階でこうした環境を整える必要が

あるとの考えが定着してきた。

　エジプトで行っている GEM-CC の研修では科学

者と修復家が一緒に受けられるようになっており、

いつもお互いが理解しあえるような状況作りを志

向している。お互いに壁を設けていたような状況

は大きく改善されてきた。松田教授は「コミュニ

ケーションもとれるようになったし、お互いにど

こが分からないところなのかということが少しず

つ認識されるようになってきた。科学者も自分た

ちには分からないなりにも文化財と接していく上

で、必要とされることが何なのかということが少

しずつ分かり始めている」といっている。

図 3　GEM-CC での松田教授の講義風景

（本人提供）

（4）保存修復

　古代エジプトの文化遺産には木材、金属もあれば、金属もあるが多くは石である。展示されるのも石が多

いが、ガラスもあればファイヤンスと呼ばれる焼き物や土器もある。さまざまな材質でできているので、そ

れぞれの材質に特化したような研修を行わなくてはならない。ミイラも研修テーマにある。ミイラへの介入

的修復に関しては日本人には経験がない。ミイラの保存には環境管理が重要であるため、予防保存の観点で

研修を進めることになった。ミイラの場合はカビを発生させないとか、腐敗させないとかいうことが根本的

に大事なので、展示ケースとか収蔵ケースの環境をよくするということを主眼に研修を組んでいて、アメリ

図 4　データベース作成作業中の GEM-CC スタッフ

（腕にはエジプトと日本の国旗）（JICA 提供）
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カのゲッティ保存研究所の日本人研究員に講師としてエジプトに来てもらうことになった。修復作業は素材

にかかわらず劣化状態の観察・記録の過程、汚れを除去するクリーニングの過程、弱った個所の補強や欠損

部を処置する過程、展示・収蔵の準備過程の順で進められる。ただ細かいところは素材によって異なるので、

素材別の研修が必要である。

（5）GEM 発信

　GEM-CC は 2014 年 5 月に 3 回目の独自のシンポジウムを予定している。GEM-CC の 1 年間の成果を自分

たちで企画して情報発信しようというもので、外部の専門家も入って、いろいろアドバイスするような環境

作りを心掛けている。JICA は財政的な支援をしているが、企画は全部エジプト人にまかせている。松田教

授をはじめ日本側も一緒のチームとして全面的にサポートする態勢を組む。海外での研修もあり、学会での

発表事例も出始めている。ユネスコ（パリ）の組織である国際博物館会議保存委員会 ICOM-CC という世界

最大の保存修復門家集団が、2014 年 9 月にメルボルンで大会を行うが、そこで JICA 側は GEM-CC の支援

活動について発表することになっている。GEM-CC のスタッフによる保存修復の研究発表も予定されてい

る。いろいろな方面で研究成果を理解してもらおうということで、初めての国際的な保存修復の専門学会で

の体験となる。2013 年には奈良での金属関係の国際学会があり、エジプト人スタッフも参加して発表する

機会があった。学会で成果を発表したり、できれば日本で学位を取らせたいという夢も広がりつつある。

　多くの研修を通して見えてきたのは、研修をやったあといかにして継続的にフォローアップするかという

ことである。人材育成にとって欠かせないことである。研修を行ったということだけでは、能力向上にはつ

ながらない。研修のあと、研修生と日本に帰国した講師とがいつもコミュニケーションをスムーズにとれ

るように態勢を組み直した。直接研修生と講師の間でやり取りをしてもらったり、講師からのアドバイス

を受けて率先して自分たちでやれることはやってもらっている。フォローアップのトレーニングコースは、

JICA 主導で行われており 2013 年春から本格的に始まった。「このまま放っておくと流れて行ってしまうだ

けなので、もっとここに水をためて、きちんと動かすようなことをやってもらわなくてはいけない」と松田

図 5　断崖の先に突然開けたペトラ遺跡

（1990.03 高木治恵撮影）

教授も力説する。GEM-CC をエジプトのみならず周辺地域の中

心的な保存修復の研究機関にしたいという思いもある。JICA を

はじめ関係者はエジプト人が指導的な立場になって、北アフリ

カ諸国や中東世界での保存修復の中核としての実践的な存在に

なる光景を思い描いている。

4．地域センターとペトラ博物館

（1）JICA 文化遺産へのアプローチ

　JICA 経済基盤開発部平和構築・都市・地域開発グループの林

宏之課長が 2012 年 10 月に文化遺産国際コンソーシアムの分科

会で行った講演「ペトラ博物館整備計画における JICA の取り組

み」で、ヨルダンの世界遺産ペトラ遺跡における博物館建設構

想がはじめて明らかにされた。まず文化遺産に対する取り組み

の基本理念を明らかにした。2008 年 10 月、政府開発援助 ODA

の実施ツールを新 JICA に集約化した。技術協力を通して開発途

上国の人材育成、制度構築のために専門家を派遣して、必要な



138 エジプト学研究　第 20 号

機材を供与し研修などによって人材育成を図る。ウガンダへの農業支援などが１例である。

　供与対象の国が一定以上の所得水準を達成している場合は、有償資金協力（円借款）が活用される。長期

返済、低金利という緩やかな条件で、開発資金（円貸）を貸しつけるもので、多くの資金を要する大規模イ

ンフラなどにあてられる。トルコの第 2 ボスポラス橋などがある。そして外交政策の必要から外務省が自ら

実施するものを除く無償資金協力は、所得水準が低い開発途上国を対象に開発資金を供与するものである。

学校、病院、井戸、道路などの基礎インフラの整備や医薬品、機材などの調達にあてられる。イエメンの小

中学校校舎建設などの例がある。いずれも JICA が２国間援助として ODA の運用にあたる。これに対し多

国間援助の場合は直接にはかかわらず、ODA は関連する国際機関に拠出される。

　JICA は「すべての人々が恩恵を受けるダイナミックな開発」Inclusive & Dynamic Development をビジョ

ンに掲げ、（戦略 1）包括的な支援、（戦略 2）連続的な支援、（戦略 3）開発パートナーシップの推進、（戦略 4）

研究機能と対外発信の強化という 4 つの構想のもとに実現を目指す。そして文化遺産へのアプローチでは、

文化遺産を核にした持続可能な地域開発を目標とした。

　JICA イラク事務所次長としてバグダッドに転勤した林課長は、メールで 2012 年の講演で使用したシート

を参照しながら、ペトラ博物館建設の理念に触れた。

　「JICA が文化遺産保全を協力対象とする場合の前提として社会経済開発とのリンクがなければ難しい。す

図 6　JICA の文化遺産へのアプローチ（シート）  

なわち単に文化遺産保護・保全を目的と

したプロジェクトをいくら相手国政府か

ら JICA に上げてもらっても、ODA の目的

のひとつである社会経済開発に資するもの

でないと駄目なので、その点を留意してほ

しいという観点で説明した。また文化遺産

関係の案件の多くは、観光開発と親和性が

あることが多いのだが、そうした観点から

のプロジェクトは必ずしも文化財関係の先

生方の思惑と合致しない場合もある（＝遺

産保全への直接的支援）ので、この点の理

解も得る必要があるということから、この

シートで説明させていただいた」

（2）地域センターとしての GEM-CC の目標

　JICA の支援で 2012 年秋、シンガポール国立遺産センター National Heritage Center で行われた国外視察研

修とカイロでの関連のワークショップを通して、GEM-CC 戦略管理計画 Strategic Management Plan が打ち

立てられた。そこでは「保存修復および資料管理における地域の中心的センターとなる」とした GEM-CC

のビジョンが明確にされ、同時に以下の 7 本の柱からなる活動目標が示された。

　①収蔵資料のドキュメンテーション、保存修復を進め、GEM での展示に備える。

　②保存修復、博物館学、エジプト学、考古学、有形文化遺産のための国際的な教育、訓練、研究機関となる。



139争乱の中の大エジプト博物館建設と文化財保存修復をめぐる国際協力

　③保存修復、資料管理分野における最高度に訓練されたスタッフを育てる。

　④エジプトの有形文化遺産と考古省のプロジェクトへの技術支援を提供する。

　⑤同じような目的を持つ国際的なセンターや機関と協力したプロジェクトを推進する。

　⑥エジプトや国際機関のための有形文化遺産に関する支援を提供する。

　⑦エジプト国民および国際的なコミュニティーにプロジェクトと任務を伝えるための革新的な取り組みを

　　弛むことなく追及する。

（3）ペトラ博物館整備計画と JICA の取り組み

　インディー・ジョーンズの映画で知られるヨルダンのペトラ遺跡は、岩窟を利用した宝物殿（エル・カズ

ネ）や大神殿跡などからなる古代ナバテア人の首都だったが、ローマの属州となった。そのペトラで日本の

無償資金協力による博物館建設計画が進んでいる。JICA のエジプトでの体験を生かし、ヨルダンの要請で

観光客の増加、観光産業の振興を図り、雇用の創出、外貨獲得につながる社会経済基盤の発展に寄与しよう

というものである。JICA は 2011 年 8 月にヨルダン側からの要請を受け、2012 年 8 月から 3 次にわたる現

地調査を実施、概略設計に当たった。世界からの観光客が訪れるペトラの中核として日本とヨルダンの友好

のシンボルにしようとしており、下手なものは作れないとの思いもあった。

　ただペトラ遺跡群の圧倒的な存在に対して展示可能な遺物が不足しているという現実があり、誰を対象に

して何を見せるか、どうやってインパクトを出すのかといった問題があった。そこでGEMの体験を踏まえて、

ペトラでも東文研の支援を求めることになった。2013 年秋には博物館の設計や積算を行う調査の前段階と

なるさまざまな前提条件への対応について協力あおいだ。世界遺産ペトラの近くに建てる博物館なので、イ

コモス執行委員だった岡田保良・国士舘大教授の協力を仰いだ。JICA は博物館建設推進に当たって、ユネ

スコにつながりがある関係者の知恵を借りたり、東文研のネットワークで日本の考古学関係者を紹介しても

らって直接協力するなどオールジャパン態勢での対応を構築してきた。

　着工するのは 2014 年秋ぐらいになる予定で工期は 15 ヵ月を見込んでいる。GEM-CC のように技術協力

を並行させて、博物館の開館に向けた支援を行うことも計画の中核となっている。計画が動き出す 1 年前か

ら考古学関係者とどうしたらいいのか話を進めてきた。「世界遺産のペトラに博物館を建設するにあたって

は、オールジャパンでできることをやっていくべきだとの発想で、東文研の協力を仰いで、案件の初期段階

から援助関係者と文化遺産関係者が一緒にやってきた。このこと自体が前例のないことなので、試行錯誤し

つつ取り組んでいく」と JICA の林課長は、ペトラ計画の現状を語っていた。

5．争乱とギザの荒廃

（1）争乱の波紋

　GEM の工事が進み、人材育成が進む GEM-CC のあるカイロ郊外のギザ地区は、３大ピラミッドやスフィ

ンクスがあるエジプト観光のメッカである。ところが 2011 年のエジプト革命以降、外国人観光客がめっき

り減り、カイロをはじめとして騒乱状態が長期化している現在、観光客が来ないギザに日本の資金援助で大

規模な博物館や保存修復センターを作る意味があるのかといった疑問の声もきかれるようになった。

　大ピラミッド脇で「第２の太陽の船」の調査研究を続けている黒河内宏昌（NPO 法人太陽の船復原研究所）

教授は、争乱下のギザの情景を伝えてくれた（2014 年 2 月 8 日）。

　「外国人観光客の数は少ないが、エジプト人観光客はけっこう訪れている。とくに学校の春休み期間中な

ので、昼頃ともなればたくさんの家族連れ、若者たち、ちびっ子たちがやってきて、結構にぎやかになる。
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日本人観光客は情勢が落ち着き始めていると見てか、最近は個人観光客ではあるが、ちらほら見かけるよう

になった。争乱の影響は何らかの形ではあるのだろうが、たとえば何かが壊されたり、盗まれたりといった

ことは、今回の“第２革命”に関しては、ギザでは見受けられない」

　目の前に混乱が及んでいないこともあってか、GEM の工事も何とか続けられている。しかし 2011 年 1 月

に起きたエジプト革命の混乱は、ようやく本格化しようとしていた JICA プロジェクトに水を差すことになっ

たことはゆがめられない現実である。2013 年 11 月に大隈大講堂で開かれた早稲田大学エジプト・フォーラ

ム 22 が、過去 21 回のフォーラムでは例のない「争乱を乗り越えて」というテーマを設定したこと自体が、

発掘調査や保存修復活動におけるエジプトの現状の深刻さを物語っている。

　GEM 本体の工事が始まる 1 年前の革命状況下で、当時のムバラク大統領の即時退陣を迫る暴動が起き、

カイロの中心にあるタハリール広場に面したエジプト考古学博物館では、展示品約 70 点が破壊され 18 点が

略奪の被害を受けた。人類の遺産「ツタンカーメンの黄金のマスク」は無事だったが、「黒豹の背に乗るツ

タンカーメン王立像」（高さ 85 ㌢）は略奪被害後、黒豹の背の部分で真っ二つに折れ、王の左手や黒豹の脚

はバラバラの状態で見つかった。文化財受難の状況はさらに広がり、2013 年 8 月にはモルシ前大統領を支

持するムスリム同胞団と軍や治安当局との武力衝突が続き、ナイル川中流のマラウィ国立博物館では 1000

点以上の文化財が略奪被害に遭った。８月なかばには治安当局がカイロ市内の 2 か所の広場で行われていた

座り込みのデモを強制的に排除するとともに、考古庁は治安面から考古学博物館の一時閉鎖に踏み切った。

　2014 年 1 月にはカイロ市内の警察本部が爆破されて、その爆発物で道を隔てたイスラム美術博物館

Islamic Art Museum に大きな被害が出た。リニューアルされて 2 年前に開館したばかりで、10 世紀から現代

図 7　ギザのピラミッドが見える GEM 工事現場（JICA 提供）
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までのイスラム美術を集めている。ユネスコは 100,000 ドルの修復費用拠出を決めた。エジプトの騒乱状態

が長引き、文化財保存修復の現場にも火の粉が飛んでいる。チーフアドバイザーとして現地で GEM-CC プ

ロジェクトの指揮に当たっていた松田教授自身、2011 年と 2013 年の騒乱で外務省が危険度をあげて退避勧

奨を出したため、他の日本人関係者とともに帰国せざるを得なくなり、プロジェクトの一時中断を余儀なく

された。

（2）GEM-CC 人材育成プログラム工程にも狂い

　2007 年 12 月からエジプトと日本で行われてきた研修実績が途切れていることも、争乱の影響を物語って

いる。2011 年のエジプト革命では約 5 ヵ月近くの中断を余儀なくされた。

　松田教授は GEM の将来について不安を隠さない。とくに 2013 年秋の争乱では計画していた研修がすべ

て延期になってしまった。講師陣の日程調整が難しく、再派遣は翌年になった。本質的には 1 年近くプロジェ

クトが流れかねない状況だった。「われわれ保存を専門にしている人間からすると、見に来られる人がいて

初めて保存というものが意味を持ってくると思う。このままずっとこの状況がつづくわけではない。いずれ

回復するだろうし、その時にきちんと保存・展示できるような能力を身につけておいてもらわないといけな

い。あまり近視眼的には考えてはいなくて、この博物館ができるまでに能力を備えてもらうことが望むとこ

ろである」と治安回復に期待を寄せる。

　総合的にプロジェクトの管理に当たる JICA 関係者も「GEM 本体の工事の遅れは出ていないが、情勢によっ

ては工事が止まってしまうようなこともあり得る。これからどうなるのかについては正直言ってわからない。

われわれとしては治安情勢がこれ以上悪くならないように祈るだけだ」と争乱の行方になると言葉を濁らせ

た。外国人観光客の姿がめっきり減ったギザで GEM 工事の音がむなしく砂漠の空に消えている。エジプト

の治安が回復してくれないと、観光客も戻ってこないし、いくら新しい施設を日本が作って、技術指導して

も見てもらわなかったら何にもならないのではないか。

　2008 年から 5 年かかって研修などを通してエジプト人スタッフもある程度のことは、自分たち対応でき

るようになった。その過程では日本側の考えと折り合わず、すり合わせができるまでに時間がかかったのも

事実である。エジプト人は、知識はあるのだが、手の動かし方を知らないという日本側の評価であった。「そ

んなこと分かっている」と頭から決めてかかってくることもよくあった。でも手を動かしていないので、実

際やろうと思っても何もできない現状であった。こうした現状を実感してから「学び」が始まる。日本人講

師の言うことに真剣に耳を傾けるようになった。同じ研修を何回かやっているうちにようやく折り合いがつ

いてきた。でも争乱が起こって日本側が引き揚げてしまうと蓄積されたものが滞ってしまう。当然ながら一

旦取得してきた技術の質も下がるわけで、サイの河原で石を積むような状況に直面している。

6．国際協力の本質

（1）保存修復は人類の英知

　エジプトではリビア、チュニジア、シリアなど周辺諸国も含め、「アラブの春」以降の争乱状況は、一時

的に鎮静化しても「百年戦争」のように何回も繰り返されていくのではないかという不安が残る。パレスチ

ナ紛争型の紛争の歴史の繰り返しである。そのたびに略奪が起きたり、現存体制の改革が行われたりする。

長期的にエジプトの歴史遺産そのものがどういう方向に行くのか。歴史遺産の保存そのものにもっと力を入

れるようになってくるのか、全体的な展望について考えていることはあるのか、中東の革命的な状況が今後

どういう方向に行くのかということについては、暗中模索の状態にある。GEM、GEM-CC の現状を追って
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強く感じたことである。

　ただエジプトの産業を考えると観光に従事する国民は数百万人ともいわれ、観光客がもたらす収益が非常

に大きい。エジプト国民がより安定した生活を支えていく上で治安を回復して、観光客が戻ってくるような

情勢を取り戻すことは国家の緊急課題である。古代エジプトの豊かな文化遺産は国民生活を維持していく重

要な観光資源でもある。ここに博物館をしっかりと守って、歴史的に蓄積されてきたものをきちんと保存し

ていく意味があるはずである。そのために JICA が壮大な支援プログラムを構築し、人材育成のために技術

協力を展開することは国際協力パターンである。JICA が長期展望を持てない不安の中で、日本からの援助

で成り立っていることを考慮しながら GEM プロジェクトを追ってみて、その背景にエジプトをはじめ争乱

の続く中東世界で、国民生活の安定と国家の正常化に対する強い思いがあることを知らされた。ここには保

存修復を通して文化遺産を護るという人類の永遠の英知が活かされている。

（2）世界に向かう鎌倉世界遺産登録運動の展開

　争乱下でエジプトの文化遺産の現状と未来への継承を考えていくことは、鎌倉の文化遺産保全の意義を考

えていく上でも重要な切り口を与えてくれた。私は鎌倉世界遺産登録推進運動に市民の推進協議会の立場で

広報活動の一端を担ってきたが、イコモス勧告によって 2013 年 4 月末、登録不記載と決まった。紀要でエ

ジプトでの争乱と文化遺産のかかわりを取り上げることによって、鎌倉限定の運動の限界が見えてきた。歴

史の古さや残された遺産の壮大さなど古代エジプトと中世鎌倉では同列に考えられないが、いずれも世界遺

産という同じ媒体の対象となっている。エジプトでは JICA の支援などで保存修復が国際協力の対象となっ

ているが、鎌倉の遺産の価値が国際的視野で語られたことはない。

　日本国民の感性からしても鎌倉はあまりにもローカルな世界遺産候補であった。いつ登録されるのか全く

分からないが、世界史における中世鎌倉あるいは「武家の古都」の意味をじっくりと探って登録再挑戦を考

図 8　エジプト考古学博物館でのデータベース作成作業（JICA 提供）
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えていくことである。国際社会から中世鎌倉の保存修復についてさまざまなアイデアが寄せられるような時

代の変化を見据えて、歴史的存在感を発掘し、15 年近い海外特派員の体験を生かしてささやかながら活動

を続けていきたいと思っている。
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